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◆ 研究概要 
  本講座は，先進がん免疫治療と先進東洋医学アロマテラピーを融合した富山オリジナルの「個の医療に基づく東西融合
医療の先進的がん治療法を確立する」ことを目的として設立され，下記の2つの研究課題を行っている． 
（1）富山大学医学部免疫学講座が有する世界トップレベルの迅速なTCR遺伝子取得法を応用し，がん患者から得られたTCR
遺伝子を，がん患者のT細胞に導入し，患者に戻して癌治療を行うテーラーメード（個の医療）の「TCR遺伝子治療法」
の確立． 
（2）富山大学医学部消化器外科学講座で実績があるアロマテラピーの研究を発展させ，富山オリジナルの「アロマ先進がん
治療法」の確立． 
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